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平成20年 11月 吉 日

横浜市教育委員会教育長 様

神奈川県教育委員会教育長 様

川崎市教育委員会教育長 様
横浜能楽連盟会長 新堀豊彦

私 ども横浜能楽連盟は、60年前発足当時、横浜市教育委員会社会教

育課の全面的な御協力 と御配慮を頂 き、56回 に及ぶ「横浜能」の主催
や「五流交流のつどいJ、 さらに「横浜五流能楽大会」など全国唯一 と
いってよい歴史と五流交流の組織 として、横浜のみならず全県下の愛
好者を集めて,舌動 して参 りました。
その実績によって、昭和43年に第17回横浜文化賞、平成10年連盟倉U
設50周年にあたり神奈川文化賞受賞の栄に浴 してお ります。
我々は、アマチュアとして、趣味の能、謡曲に永年親 しんでいるも
のでありますが、この600余年の歴史を有する日本固有の伝統芸術が、
今 日一般的に見れば、ごく少数の愛好者によってのみ支えられ、かつ、

高評価 を得ているにもかかわらず、

教えられることもな く、明治以降平
とは、残念の極みで もあ りました。

)よ り、文部省 (当時)も 学習指導
少な くとも 1種類の邦楽器 (能の囃
され、教育現場において学ぶチヤン

。 しか し、現状ではおそらく指導す
れずに、厄介物扱いにされているの

す。
ンケー トを見 ます と、現代つ子 もけ
いことが よく分か りました。出演 し
る気 と実行力、そ してその成果の素

印象 を与え、私 どもも勇気づけ喝れ、

会
長

新
堀
　
曲豆
彦

連
盟
創
立
六
十
周
年
の
行
事
に
は
皆
様
の
御
協
力
賜
わ
り
、
い
ず
れ
も
成

功
裡
に
盛
大
に
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
、
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
は
横
浜
開
港
百
五
十
周
年
で
す
。
連
盟
と
し
て
も
、
こ
の
歴
史
的
な

年
に
ふ
さ
わ
し
い
企
画
を
展
開
し
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

世界的な文化遺産 として認め られ

子供たちの教育の場 において殆 ど

成に至るまで顧み られずに来たこ
ご存 じの通 り、平成 14年 (2002年
要領 において、中学校で 3年間に
子が含 まれる)を 学ぶよう必修化
スが与えられるようになりました
る教師等の問題で余 り実行普及 さ
ではないか と危 '瞑いた してお りま

そこで今回の「子 ども能」のア
っして古典芸能に遠い存在ではな
た小、中、高校の子 ども達の、や

晴 らしさは、見るものの心に強い

これこそ教育現場において、広
く、小、中、高校 を通 じ、体験、

学習すべ きものではないか と痛
切に感 じさせいれたのであります。
ョーロッパゃアジアの諸国に
おいて、その国々の伝統芸能は

かなり重視 され、その国の教育
方針 として実施 されている実情
にあ りますcグ ローバル化の進
む中で、 日本文化の独 自性 を、
日本人としての基本的な教養 と

して、知 り、覚え、かつ理解す
る力 を子 どもたちに持たせるこ

とは、絶対 に必要であると考え
ます。 したが って、神奈川県

(横浜、り|1崎 を含む)に おいても、
せっか く横浜 に全国一の機能 と発
信力を持つ能楽堂を持ち、私 ども
のような愛好者組織 も全県下にあ
まね く分布 しているわけであ りま
すか ら、教育現場におかれても、
これを活用 されることは必要であ
ると考えます し、また、私 どもも
お手伝いすることにやぶさかでは

あ りません。
是非、このアンケー トの内容 を
ご覧頂 き「能J及び古典芸能の教育
に対する御参考に供 して頂ければ

幸いであ ります。

第24回横浜五流能楽大会における子ども能「九頭龍」アンケート

この ア 平成20年 9月 15日 開催した横浜能楽連盟倉1設60周年記念の題記大会で演能した際、CLCA
(子 どもと生活文化協会)が入場者に対して行つた集nt資料です。

o今回の能鑑賞は一観客どして、また、成長著しい子供達をしばらくぶりに見ることもあってか、新鮮な気持で大いに楽しめました

CLCAの子ども能もtしっかりと継承されていくことと思います。これまで指導いただいた先生方、そして何かと気配りしてさ
さえて下さらたお母様方に感謝申し上げます。

年齢の幅の広い子ども達が能を学ぶ事によってとでも大きな財産を得られましたね。とても感激しました。狂言は誠に楽しかつた

身につけていきますが、考えですもよく練習されましたねgどこの国でも伝統の踊りや歌など子ども達も当たり前のように習い

てなれば日本のこの伝統はなかなか子どものときから受け継いでいってないのですね。

・ 感激しま l日 本の古典芸能を子供たちが真剣に取り組んだ様子が分かります。鼓や笛の音色があそこまで出せるのは練習のた

まものだと思います。このことで子供達に「やればできる、感動できる」ということを肌で感じたのではなぃでしょうか?素晴ら

しい経験をされたと思います8‐

0囃子も舞もしっかり:落ち着いて大変良かったです。狂言もおもわず笑いを誘われ、しいかりしていておもしろかったですし能、
1皆
で心を合わせ大変すばらしからた。練習の成果が見えましな。

0子 ども能は大人の人たちに支えられ、すばらしい発表会になったのを強く感じました。この体験を通じて子ども達が得た精神はと

ても1他で11得る|と ができなvヽ もの
だな脅1感 じま

し存?子どヽ下人
二人が生き生きとしてとてもよかったです。

?素 1青らしい出来映えだったと思います。子どもでもここまでやれるのだということを示してくれました。伝統琴|し としての能っ既

成概合にとらわれない新し、現`へ風事濠1の可能性 え́子ど、濤ず示してく4たのです9幽玄表 様ヽ式美
と―牢言つコミカルィッチを

融合させた新しい創作能としての方向性も感じました。また●歌舞住の本寒蕉息|するキうな幸やかな空申■成,手
ンータ,テ イメ

ント性さえ感じさせられたあたり既存の能舞台に見られない斬新を見せられました61 ‐ | || |   ‐

題字 高秀秀信
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連

盟

報

告

企
画
事
業
担
当
　
鉛
翌
不
　
〓刀
悴年

今
年
は
連
盟
創
立
六
十
周
年
記
念

の
年
で
あ
り
、
ま
た
、
横
浜
開
港
百

五
十
周
年

。
前
夜
祭
と
し
て
企
画
し

て
参
り
ま
し
た
二
十
年
度
活
動
計
画

の
う
ち
、
第
五
十
六
回

「横
浜
能
」
は
、

八
月
三
十
日

・
三
十

一
日
の
両
日
、
掃

部
山
公
園
で

『薪
能
』
を
実
施
し
た
。

一
日
目

の
喜
多
流

の
能

『
筑
摩

江
』
は
、
降
雨
の
た
め
、
能
楽
堂
で

の

「蝋
燭
能
」
と
な
り
、
二
日
目
の

「薪
狂
言
」
は
若
干
の
降
雨
が
あ

っ

た
も
の
の
予
定
ど
お
り
実
施
で
き
、

多
く
の
方
々
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

た
と
思
い
ま
す
。

九
月
の
第
二
十
四
回

「
五
流
能
楽

大
会
」
は

『
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

・
子
供
と

生
活
文
化
協
会
』
九
頭
龍
ク
ラ
ブ
の

「特
別
出
演
」
に
よ
り
、
子
供
創
作

能

「九
頭
龍
」
の
ほ
か
、
連
調
、
居

囃
子
、
狂
言
小
舞
、
狂
言
、
各

一
番

の
演
能
が
あ
り
、
大
会
始
ま

っ
て
以

来
、
初
め
て
と
驚
く
立
ち
見
が
出
る

ほ
ど
の
満
席
の
大
入
り
で
、
多
く
の

観
客
か
ら
そ
の
出
来
栄
え
を
讃
嘆
す

る
声
が
あ
が

っ
た
こ
と
は
、
主
催
者

と
し
て
大
き
な
喜
び
で
あ

っ
た
。

当
日
は
、
通
例
行
わ
れ
て
い
る
会

員
の
出
演
者
三
百
名
余
り
に
よ
る
素
謡
、

仕
舞
な
ど
二
十
九
番
が
演
じ
ら
れ
た
。

ま
た
、
高
岡
幸
彦

・
堀
内
万
紗
子

両
副
会
長
が
三
十
年
余
り
に
わ
た
り

連
盟
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
貢
献
に

対
し
、
横

浜
芸
術
文

化
振
興
財

団
理
事
長
、

横
浜
能
楽

堂
館
長
か

ら
感
謝
状

の
贈
呈
が

行
わ
れ
た
。

二
十

一

年
二
月
十

四
日
に
行
わ
れ
た
第
十
二
回

「
五
流

交
流
の
つ
ど
い
」
は
、
出
演
者
約
二

百
八
十
名
に
よ
る
素
謡
、
仕
舞
な
ど

三
十
三
番
が
演
じ
ら
れ
た
。

「幽
玄
」
第
三
十
六
号
は

「連
盟

創
立
六
十
周
年
記
念
号
」
と
し
て
、

通
常
四
ペ
ー
ジ
を
十
ペ
ー
ジ
に
拡
大
、

カ
ラ
ー
刷
り
と
し
、
横
浜
市
長
、
神

奈
川
県
知
事
、
横
浜
能
楽
堂
館
長
は

じ
め
各
流
派
代
表
か
ら
祝
辞
、
思
い

出
な
ど
二
十

一
編
を
収
め
発
行
し
た
。

八
十
五
名
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。

九
時
四
十
五
分
、
素
謡

「江
口
」

に
始
ま
り
、
連
吟

「熊
野
」
附
祝
言

「高
砂
ま
で
、
終
演
十
七
時
二
十
五

分
と
、
無
事
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
皆
様
の
ご

協
力
の
賜
と
、
運
営
当
番
流
派
と
致

し
ま
し
て
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

「
五
流
の
つ
ど
い
」
も
早
十
二
回
を

数
え
る
故
か
、
運
営
上
に
も
殆
ど
問
題

は
生
じ
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

最
も
気
に
な
る
、
持
ち
時
間
の
保

持
に
つ
い
て
も
、
全
体
と
し
て
、
時

間
内
に
納
ま
りヽ
ま
し
た
。
切
戸
ロ
ヘ

の
集
合
も
極
端
な
遅
れ
は
見
ら
れ
ず
、

又

「静
粛
」
の
度
合
も
ま
ず
ま
ず
保

た
れ
た
と
思
い
ま
す
。

「控
え
室
」

の
使
用
に

つ
き
ま
し
て
も
皆
様

の

「慣
れ
」
に
よ
る
も
の
か
特
に
ク
レ

ー
ム
等
聞
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
回
の
運
営
上
、
何
等
か
お
気
づ

き
の
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
ご
意
見

と
、
会
員

一
同
が

「
田
村
」
を
謡
い

始
め
、
金
剛
流
美
賀
和
会

「創
立
十

周
年
記
念

・
謡
と
仕
舞
の
会
」
が
、

横
須
賀
の
料
亭

「
ぼ
ん
ち
」
の
大
広

間
を
借
切
り
開
催
さ
れ
た
。
平
成
二

十
年
九
月
二
十
九
日
の
こ
と
で
あ
る
。

当
日
は
、
美
賀
和
会
会
員
だ
け
で

は
な
く
、
横
須
賀
謡
曲
連
盟
に
所
属

す
る
観
世
流
、
宝
生
流
の
方
々
や
、

石
川
島
謡
曲
部
の
方
達
に
も
ご
出
演
い

た
だ
き
、
盛
大
に
催
す
こ
と
が
出
来
た
。

観
世
流
か
ら
は
素
謡

一
番
、
独
吟

一
番
、
宝
生
流
か
ら
は
仕
舞
三
番
、

石
川
島
謡
曲
部
は
素
謡

一
番
、
そ
し

て
、
美
賀
和
会
は
素
謡
二
番
、
仕
舞

三
番
、
最
後
に
番
外
で
、
坂
本
立
津

朗
先
生
が

「高
砂
」
を
優
美
端
麗
に

舞
わ
れ
、
創
立
十
周
年
記
念
に
ふ
さ

わ
し
い
締
括
り
を
し
て
下
さ
っ
た
。

そ
の
後
の
懇
親
の
会
で
は
、
各
流

派
の
方
々
の
芸
談
に
花
が
咲
き
、
ま

た
、
美
賀
和
会
の
十
年
来
し
方
に
思

だ
ゴ
マ
を
追

っ
て
謡
え
れ
ば
と
、
気

軽
に
練
習
し
て
い
た
素
謡
で
し
た
が
、

先
生
は
、
発
声
、
節
扱
い
、
緩
急
、

位
、
心
情
、
情
景
の
表
現
等
一諾
曲
と

い
う
芸
能
の
在
り
よ
う
を
初
歩
の
初

歩
か
ら
懇
切
丁
寧
に
教
え
て
下
さ
る
。

わ
れ
わ
れ
会
員
に
は
、
過
ぎ
た
先
生

と
心
か
ら
感
謝
し
て
い
る
。

平
成
十
二
年
頃
か
ら
横
浜
金
剛
会

の
大
会
や
、
五
流
の
つ
ど
い
、
横
浜

能
楽
大
会
な
ど
に
も
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
る
が
、
あ
る
時
先
生
よ

り

「
こ
れ
か
ら
の
大
会
出
演
に
は
、

な
る
べ
く
無
本
で
謡
い
ま
す
」
と
の

お
言
葉
に

一
同
唖
然
。
「
八
島
」
全

曲
の
暗
記
に
悪
戦
苦
闘
し
た
。

次
の

「
羽
衣
」

も
勿
論
無

本
。
そ
し

て
「清
経
」

は
番
囃
子

で
「狸
々
」

「桜
川
」

は
舞
囃
子

と
、
素
謡

だ
け
で
は

な
く
、
囃

子
謡
や
仕

舞
の
稽
古
も
付
け
て
い
た
だ
き
、
発

表
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
ま
で
に
な

っ

た
。
こ
の
よ
う
な
巾
広
い
稽
古
の
お

か
げ
で
、
ゴ
マ
を
追
う
だ
け
の
素
謡

か
ら
、
語
感

・
序
破
急
を
二
夫
し
、

情
景
、
心
情
を
思
い
描
き
な
が
ら
の

第
十
二
回
五
流
交
流
の
つ
ど
い
を
終
え
て

金

春

流

三
浦
　
重
信

平
成
二
十

一
年
二
月
十
四
日
（土
）

前
夜
の
雨
も
あ
が
り
真
冬
に
は
珍
し

く
、
暖
か
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

折
し
も
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
の
当

日
、
第
十
二
回
五
流
交
流
の
つ
ど
い

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
素
謡
十
三
番
、
連
吟
七
番
、

独
調

一
番
、
独
鼓

一
番
、
仕
舞
十

一

番
が
発
表
さ
れ
、
出
演
者
も
延
二
百

ヽ

至
ら
ぬ
点
も
多
々
あ

っ
た
こ
と
存

じ
ま
す
が
、
皆
様
の
真
摯
な
ご
協
力

に
よ
り
、
無
事

「
つ
ど
い
」
を
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
、
改

め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

美
賀
和
会
来
し
方
十
年

金

剛

流

今
川
　
良

一

然
れ
ば
君
の
宣
旨
に
は
、
勢
州
鈴

鹿
の
悪
魔
を
鎖
め
…
。

思
い
お
こ
し
て
み
る
と
、
横
須
賀

近
在
の
金
剛
流
を
愛
す
る
謡
友
十
名

が
、
横
須
賀
の
地
で
も
素
謡
を
楽
し

む
こ
と
が
出
来
た
ら
と
い
う
思
い
か

ら
、

「美
賀
和
会
」
と
名
付
け
て
発

足
し
た
の
が
平
成
十
年
九
月
、
そ
の

後
、
金
剛
流
師
範
坂
本
立
津
朗
先
生

に
懇
願
し
て
、
ご
教
導
の
お
許
を
い

た
だ
い
た
の
が
平
成
十

一
年
七
月
、

そ
れ
か
ら
は
、
毎
月

一
回
お
稽
古
を

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

今
ま

で
は
、
趣
味

の
程
度

に
、
た

ヽ

を
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。

い
を
馳
せ
、
時
の
経

つ
の
を
忘
れ
た
。
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謡
が
、
少
し
ず

つ
出
来
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
。
そ
し
て
今
は

「頼
政
」

を
番
囃
子
で
謡
え
る
よ
う
、
会
員

一

同
稽
古
に
励
ん
で
い
る
。

田
楽
・猿
楽
っ
て
何
で
す
か
？

喜

多

流

△
善
田
　
博
愛

私
は

「
日
本
の
歴
史
」
講
座
も
の

を
読
む
の
が
好
き
で
す
。

あ
る

一
巻
を
読
ん
だ
と
き
、

「室
町
時
代
の
と
こ
ろ
で
、
鎌
倉
時

代
に
は
田
楽
の
人
気
が
高
か

っ
た
。

し
か
し
室
町
時
代
に
な
る
と
、
将
軍

足
利
義
満
が
猿
楽
の
観
阿
弥
の
能
を

見
物
し
て
猿
楽
の
愛
好
者
と
な
り
、

観
阿
弥
は
そ
の
後
援
を
受
け
る
こ
と

に
な

っ
た
」
と
あ

っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
章
に
は
そ
れ
以

上
突

っ
込
ん
で
、
田
楽

・
猿
楽
と
は

い
か
な
る
も
の
か
、
能
楽
に
な

っ
て

い
く
過
程
の
説
明
も
な
い
。
田
楽

・

猿
楽
の
語
意
か
ら
想
像
を
巡
ら
す
に

も
見
当
も
つ
か
な
い
。

取
り
敢
え
ず
手
許
の
大
百
科
辞
典

（平
凡
社
）
の
該
当
箇
所
に
当

っ
て

み
た
が
、
細
か
く
難
渋
で
飲
み
込
め

な
い
。
他
の
書
物
を
調
べ
る
外
は
あ

る
ま
い
と
思

っ
た
が
、
雑
用
に
紛
れ

て
二

・
三
ヶ
月
は
過
ぎ
た
。
そ
の
間
、

気
に
は
な

っ
て
い
た
が
、
書
店
で
立

ち
読
み
す
る
に
は
課
題
が
特
殊
で

一

般
的
で
な
い
。
書
店
の
書
棚
に
あ
る

と
も
思
え
な
い
。
気
遅
れ
も
し
て
き
た
。

或
る
日
、
時
間
の
空
い
た
と
き
に
、

ｔ

横
浜

・
野
毛
の
中
央
図
書
館
に
行
く

と
、
五
階
に
能
楽
関
係
の
書
架
が
あ

っ
た
。
「能

・
狂
言
図
典
」
「能
楽

ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
」
読
み
易
く
書
か
れ
て

い
る
解
説
書
二
点
を
見
つ
け
て
、
歴

史
の
章
を

一
読
す
る
。

能
は
南
北
朝
か
ら
室
町
初
期
に
か

け
独
自
の
芸
体
を
造

っ
て
き
た
歌
舞

劇
で
あ
る
。

そ
の
源
は
中
国
大
陸
か
ら
入

っ
た

散
楽
と
の
こ
と
。
散
楽
は
曲
芸
や
軽

業
、
奇
術
、
滑
稽
な
物
ま
ね
、
歌
舞

な
ど
い
ろ
い
ろ
雑
多
な
技
芸
を
鼓
や

大
鼓
な
ど
の
楽
器
伴
奏
で
演
じ
た
と

い
う
。
散
楽
が
な
ま

っ
て

「
さ
る

楽
」
と
な

っ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

他
方
、
田
楽
は
鎌
倉
時
代
後
期
に

農
村
で
鼓
、
さ
さ
ら
、
笛
な
ど
で
田

植
え
を
囃
す
楽
芸
に
端
を
発
し
て
い

る
。
豊
穣
の
神
に
、
年
の
収
穫
を
祈

願
し
て
称
え
、
村
人
が
踊

っ
た
で
あ

ろ
う
か
ら
、
日
本
の
多
神
教
、
自
然

信
仰
の
文
化
か
ら
も
理
解
し
易
い
の

で
は
な
い
か
。

猿
楽
も
鎌
倉
時
代
初
期
に
生
ま
れ

て
い
る
。
田
楽
と
猿
楽
は
併
存
し
、

当
初
は
田
楽
が
盛
ん
で
あ

っ
た
が
、

室
町
初
期
の
猿
楽
の
ス
タ
ー
観
阿
弥

が
将
軍

「義
満
」
の
保
護
を
受
け
て
、

猿
楽
が
田
楽
を
凌
ぐ
人
気
と
な

っ
た
。

現
代
の
能
は
、
猿
楽
が
歌
舞
を
中

心
と
し
、
筋
書
き
の
あ
る
芸
能
に
高

め
ら
れ
た
。

・極
め
て
荒
削
り
で
あ
る
が
、
能
楽

の
由
来
を
省
観
し
て
、
私
な
り
に
知

り
得
た
こ
と
で
あ

っ
た
。
し
か
し
実

際
の
形
態
を
見
た
こ
と
が
な
い
の
で
、

疑
間
が
半
分
残

っ
た
ま
ま
で
あ
る
。

謡

曲

と

私

欄
拙
勧

戸
塚
喜
代
子

昭
和
十

一
年
、
女
学
校
に
入
学
し

た
私
の
課
外
授
業
は
、
ピ
ア
ノ

・
生

花

・
お
茶

・
お
謡
と
あ
り
選
択
が
出

来
る
の
で
し
た
。
母
親
か
ら
、
貴
女

は
お
行
儀
が
悪
い
か
ら
お
茶
か
お
謡

を
選
び
な
さ
い
と
い
わ
れ
、
し
か
も

茶
道
は
、
人
様
の
道
具
類
の
粗
相
も

心
配
だ
か
ら
お
謡
が
い
い
で
し
ょ
う

と
い
う
こ
と
に
な

っ
た
の
が
、
稽
古

の
始
ま
り
で
し
た
。

そ
の
当
時
の
先
生
は
、
観
世
流
の

山
口
先
生
、
お
稽
古
は
女
学
校
の
作

法
室
で
す
。
ま
ず
正
座
を
し
て
、
握

り
拳

一
つ
膝
頭
を
開
き
、
背
筋
を
の

ば
し
て
声
を
出
す
、
「声
出
し
十
年
」
と

言
わ
れ
る
が
、
大
き
な
声
で
と
鶴
亀
の

連
吟
か
ら
始
め
卒
業
ま
で
続
き
ま
し
た
。

終
戦
後
、
結
婚
、
子
育
て
と
間
が

あ
き
ま
し

た
が
、
昭

和
三
十
九

年
、
四
十

才
で
、
観

世
流
梅
若

会
の
職
分

で
あ
る
小

山
文
彦
先

生
に
教
え

Ｌ

を
受
け
、
今
日
ま
で
続
い
て
お
り
ま

す
が
、
こ
れ
か
ら
も
ず
つ
と
続
け
て

い
く
つ
も
り
で
す
。

身
も
心
も
元
気
で
す
の
で
、
よ
く

一
人
旅
に
出
か
け
ま
す
が
、
五
十
才

位
か
ら
、
北
は

「善
知
鳥
神
社
」
か

ら
、
南
は
熊
本
連
台
寺

「檜
垣
」
の

井
戸
ま
で
、
謡
蹟
め
ぐ
り
な
ど
を
楽

し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
出
来
る
限
り
、
謡
蹟

め
ぐ
り
の

一
人
旅
は
続
け
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

謡
曲
を
通
し
て
沢
山
の
友
人
に
も

恵
ま
れ
、
謡
蹟
め
ぐ
り
も
し
て
い
ら

れ
る
い
ま
の
私
は
、
母
の
お
し
え
が

花
開
い
た
の
だ
と
感
謝
で

一
杯
で
す
。

「赤
毛
の
ア
ン
」
を
読
む

宝

生

流

市
川
　
俊
男

私
は
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
本
を
読
む

の
が
好
き
で
、
物
語
や
漫
画
を
手
当

た
り
次
第
に
読
ん
で
い
ま
し
た
が
、

「赤
毛
の
ア
ン
」
「小
公
女
」
な
ど
女

の
子
向
き
と
思
わ
れ
る
物
語
に
は
さ

す
が
に
手
を
出
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
四
年
前
に
定
年
を
迎

え
、
今
ま
で
読
ん
で
い
な
か
っ
た
作

品
を
読
ん
で
み
よ
う
と
思

っ
て
い
た

矢
先
、
昨
二
〇
〇
八
年
は

「赤
毛
の

ア
ン
」
が
カ
ナ
ダ
で
刊
行
さ
れ
て
百

周
年
と
い
う
こ
と
で
、　
一
九
五
二
年

に
発
売
さ
れ
た
新
潮
文
庫

（村
岡
花

子
訳
）
全
十
巻
も
、
五
十
六
年
ぶ
り

に
新
装
版
が
発
売
さ
れ
ま
し
た
。
そ

れ
で
ち
ょ
う
ど
良
い
機
会
と
思
い
、

昨
年
秋
か
ら
読
み
始
め
、
よ
う
や
く

現
在
六
巻
目
を
読
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
ス
ト
ー
リ
ー
は
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
よ
う
に
、
男
の
養
子
を
希
望
し
た

老
兄
妹
の
家
に
間
違

っ
て
も
ら
わ
れ

て
き
た
孤
児
の
少
女
ア
ン
が
、
周
囲

と
の
軋
探
や
失
敗
に
負
け
ず
に
健
や

か
に
成
長
し
、
幼
馴
染
と
幸
せ
な
結

婚
を
し
、
六
人
の
子
供
を
育
て
る
と

で
つ
も
の
で
す
。

三
十
年
ほ
ど
前
に
、
フ
ジ
テ
レ
ビ

の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
放
映
が
あ
り

ま
し
た
の
で
、
ス
ト
ー
リ
ー
は
大
体

知

っ
て
い
る
つ
も
り
で
し
た
が
、
あ

れ
は
少
女
時
代
を
扱

っ
た

一
巻
だ
け

の
内
容
で
あ
り
、
読
み
進
め
る
う
ち

に
、
単
に
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
な
女
の

子
の
物
語
で
は
な
い
と
気
が
付
き
ま

し
た
。
ア
ン
は
、
感
受
性
が
豊
か
で
、
想

像
力
に
優
れ
、
お
し
や
べ
り
で
活
力

に
満
ち
た
魅
力
的
な
少
女
で
す
が
、

「
ト
ム

・
ソ
ー
ヤ
ー
」
や

「
ハ
ッ
ク

ル
ベ
リ
ー

・
フ
ィ
ン
」
の
よ

つヽ
に
、

大
入
社
会
の
す
き
を
つ
い
て
、
子
供

ら
し
い
夢
と
冒
険
に
満
ち
た
活
躍
だ

け
を
み
せ
る
男
の
子
と
は
違
い
ま
す
。

ア
ン
は
周
り
の
人
々
や
社
会
と
衝

突
し
ま
す
が
、
何
と
か
折
り
合

っ
た

り
努
力
し
た
り
し
て
成
長
し
て
い
き

ま
す
。
そ
し
て
そ
の
過
程
で
随
所
に
、

百
年
前
の
素
朴
な
カ
ナ
ダ
人
の
、
宗

教
を
基
盤
に
置
い
た
自
制
的
な
、
ま
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た
、
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
思
想
や
奉

仕
の
精
神
に
あ
ふ
れ
た
生
き
方
が
う

か
が
え
ま
す
。

昨
今
の
日
本
の
拝
金
主
義
や
浮
薄

な
風
潮
を
見
る
に
つ
け
、
日
本
社
会

に
何
か
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
と
な
る
も
の

が
必
要
だ
と
思

っ
て
い
る
の
は
、
私

だ
け
で
は
あ
り
ま
す
ま
い
。
思
想
と

し
て
の
宗
教
を
も
た
な
い
日
本
で
は
、

古
来
の
武
道
や
お
能
な
ど
自
制
的
な

文
化
が
生
か
さ
れ
な
い
だ
ろ
う
か
と
、

ス
ト
ー
リ
ー
と
は
別
の
こ
と
を
考
え

な
が
ら
作
品
を
読
み
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

脳
科
学
者
の
茂
木
健

一
郎
氏
は
、

昨
年
秋
に
出
し
た

「赤
毛
の
ア
ン
に

学
ぶ
幸
福
に
な
る
方
法
」

（講
談
社

文
庫
）
で
、
小
学
校
五
年
か
ら
こ
の

作
品
に
は
ま
り
込
ん
で
い
た
と
告
白

し
、
「
こ
れ
は
僕
自
身
の

（成
長
の
）

物
語
だ
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

「赤
毛
の
ア
ン
」
恐
る
べ
し
で
す
ね
。

能
楽

『海
霊
』
に
つ
い
て

金

春

流

森

　

　

一

先
の
大
戦
で
は
、
第

一
線
の
海
上

輸
送
に
当
た

っ
た
船
員
の
四
十
三
％

に
も
お
よ
ぶ
六
万
余
の
方
々
が
戦
火

の
犠
牲
と
な

っ
た
。

自
ら
も
船
長
と
し
て
大
任
を
果
さ

れ
た

「宮
越
賢
治
」
氏
は
、
こ
れ
を

放
置
し
て
お
け
な
い
と
の
深
い
思
い

で
関
係
団
体
に
も
働
き
か
け
、
昭
和

四
十
六
年
三
月
横
須
賀
観
音
崎
灯
台

近
く
の
高
台
に
戦
没
船
員
の
慰
霊
碑

を
建
立
。

五
月
六
日
、
皇
太
子
殿
下

・
同
妃

殿
下
を
お
迎
え
し
、
初
め
て
の
戦
没

船
員
追
悼
式
が
雨
の
降
る
中
、
粛
々

と
行
わ
れ
ま
し
た
。

皇
太
子
殿
下
が
天
幕
の
中
で
追
悼

の
お
言
葉
を
述
べ
ら
れ
た
後
、
両
殿

下
は
傘
を
も
さ
さ
れ
ず
、
碑
文
に
向

わ
れ
雨
に
打
た
れ
な
が
ら
六
万
余
名

の
御
霊
に
供
花
拝
礼
さ
れ
た
。
雨
中

の
供
花
拝
礼
に
参
列
者

一
同
恐
催
感

激
し
今
も
語
り
継
が
れ
て
い
る
。

妃
殿
下
は
こ
の
時
の
思
い
を
、
後

に

一
首
の
和
歌
に
託
さ
れ
て
い
た
。

か
く
濡
れ
て
　
遺
族
ら
と
祈
る

え
に
さ
ら
に
　
ひ
た
ぬ
ね
て

君
ら
逝
き
給
ひ
し
か

宮
越
氏
が
こ
の
御
歌
を
知
る
こ
と
は

な
か

っ
た
が
、
当
時
を
想
い
起
こ
し

感
激
を
新
た
に
し
た
関
係
者
に
よ

っ

て
、
平
成
三
年
戦
没
船
員
碑
の
横
に

つ
つ
ま
し
や
か
な
御
歌
碑
が
建
て
ら

れ
、
妃
殿
下
の
お
心
が
末
永
く
語
り

継
が
れ
る
こ
と
を
念
願
す
る
代
表
者

の
刻
文
が
添
え
ら
れ
た
。

能
楽

『海
霊
』
は
宮
越
氏
が
海
の

仲
間
の
霊
を
慰
め
る
た
め
創
作
し
た

も
の
で
あ
る
。

第

一
回
戦
没
船
員
追
悼
式
典
に
お

い
て
能
装
束
に
身
を
正
し
た
宮
越
氏

は
、
皇
太
子
妃
殿
下
か
ら
労
い
の
お

言
葉
を
か
け
ら
れ
た
が
、
感
激
の
余

‐、

り
お
言
葉
も
な
に
も
全
く
覚
え
て
い

な
か

っ
た
と
い
う
。

そ
の
後
、
追
悼
式
に
は
欠
か
さ
ず

『海
霊
』
を
演
じ
、
昭
和
六
十

一
年

十
二
月
、
氏
が
世
を
去

っ
た
後
は
、

観
世
流

一
門
に
よ
り
引
き
継
が
れ
、

時
に
家
元
自
身
こ
れ
を
演
じ
て
宮
越

氏
の
足
跡
に
重
き
を
加
え
て
い
る
。

長
い
間
、
宮
越
氏
の
名
に
敬
意
を

払
う
ば
か
り
で
あ

つ
た
私
が
、
そ
の

奥
深
い
人
柄
を
知

っ
た
の
は
、
十
数

年
来
の
友
人
小
門
氏
が
持
ち
前
の
探

究
心
を
駆
使
し
て
官
越
氏
の
事
跡
に

光
を
当
て
た
労
作

『宮
越
賢
治
』
に

よ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
拙
文
は
小

門
氏
の
著
作
に
な
ぞ

っ
た
も
の
で
あ

ア一
。以
来
、
私
は
久
良
岐
能
舞
台
を
訪

れ
る
度
に
宮
越
記
念

の
四
文
字

の
重

み
を
今
更
の
よ
う
に
深
く
感
じ
て
い

る
。
以
下
紙
面
の
許
す
限
り
海
霊
の

詞
章

の

一
端
を
紹
介
致
し
た
く
存
じ

ま
す
。

過
ぎ
に
し
昭
わ
の
戦

ひ
に

海

の
藻
盾
と
沈
み
呆

て

皮
も
音
な
き
水
底
に

眠
る
月
日
も
幾
年
か

照
ら
す
光
を
二
蒲
な
る

祝
立
曰
時

の
汀
に
て

引
く
や
綱
手
も
茂
か
に

現
れ
出
づ
る
記
念
４
を

諸
人
集
ふ
日
の
あ
た
り

今
見
る
事

の
嬉
し
さ
よ

妥ヽ
ら
か
に
ね
む
薇
わ
が
友
よ
…

巡
ぽ

幽

横
浜
能
楽
堂
で
は
、
次
の
と
お
り

公
演
を
開
催

い
た
し
ま
す
。

こ
の
ほ
か
毎
月
、
第
二
日
曜
日
に

「普
及
公
演
―
横
浜
狂
言
堂
―
」
を

開
催
い
た
し
ま
す
。

特
別
公
演

五
月
二
十
三
日
（土
）
午
後
二
時
開
演

狂
言

「武
悪
」
（大
蔵
流
）
山
本
東
次
郎

能

「石
橋
大
獅
こ

（観
世
流
）
関
根
祥
六
、

関
根
祥
人
、
関
根
祥
丸

Ｓ
席
七
千
円
、
Ａ
席
六
千
円
、

Ｂ
席
五
千
円

チ
ケ
ッ
ト
発
売
中

特
別
普
及
公
演

「夏
休
み
夢
舞
台
」

八
月
二
日
（月
）午
後
二
時
開
演

狂
言

「蚊
相
摸
」
（大
蔵
流
）
山
本
東
次
郎

能

「鶴
亀
」
（宝
生
流
）
近
藤
乾
之
助

こ
ど
も

（高
校
生
以
下
）
対
象

Ｓ
席
四
千
円
、
Ａ
席
三
千
五
百
円
、

Ｂ
席
三
千
円
。

電
話
　
エハ
月
二
十
日
（土
）正
午
か
ら

窓
ロ
　
エハ月
二
十
一
日
（日
）正
午
か
ら

一
般

（残
券
が
あ
る
場
合
の
み
）

Ｓ
席
八
千
円
、
Ａ
席
七
千
円
、

Ｂ
席
六
千
円
。

電
話
　
七
月
十
八
日
（土
）正
午
か
ら

窓
口
　
七
月
十
九
日
（日
）正
午
か
ら

お
問
い
合
わ
せ

・
お
申
し
込
み
は
、

８
０
四
五
曾
二
全
こ
三
〇
五
五
ま
で
。

ヽ

「謡
〓
仕
舞
」
を
・習
い
ま
せ
ん
か
一

一
六
百
年
以
上
の
歴
・史
と
伝
統
の
あ

る
能
楽
は
、
日
本
文
化
―‐を
代
表
す
る

伝
統
芸
能
で
あ
‐‐―り
ず
ュ
ネ
ス
コ
の
世

界
無
形
文
化
遺
産
に
も
・指
定
さ
れ
で

い
ま
す
。
　
　
　
　
・
　

一　
　
●

こ
の
伝
統
芸
能
の
発
展
を
願
つ
て

い
る
、
横
浜
能
楽
連
盟
で
は

「
謡
や

仕
舞
」
を
習
い
た
い
と
い
う
方
夕
を

募

っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
■
一

●
会
員
諸
兄
の
身
近
で
能
楽
の
良
さ

に
感
応
し
、
謡

・
仕
舞
を
習
い
た
い

一と
ぃ
う
一方
々
を
お
誘
い
し
ま
し
な
う

各
流
の
役
員
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

《
編

集

後

記

》

▽
昨
年
末
、
横
浜
市

・
神
奈
川
県

・
川

崎
市
の
教
育
長
と
連
盟
会
長

・
三
副
会

長
と
の
話
し
あ
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
話
し
あ
い
の
内
容
を
第

一
ペ
ー

ジ
に
ま
と
め
た
。

▽
昨
年
九
月
、
連
盟
創
立
六
十
周
年
に

行
わ
れ
た
、
高
校
生
以
下
の
子
供
た
ち

に
よ
る
、
演
能

「九
頭
龍
」
は
多
く
の

方
々
か
ら
、
そ
の
出
来
栄
え
を
讃
嘆
す

る
声
が
あ

っ
た
。
（ア
ン
ケ
ー
ト
参
照
）

▽
今
年
は
、
横
浜
開
港
百
五
十
周
年
を

迎
え
る
。
秋
の
第
二
十
五
回

「横
浜
五

流
能
楽
大
会
」
で
は
、
素
人
能

「
一
番
」

が
行
わ
れ
る
。

横
浜
能
楽
連
盟
　
連
絡
先

◎
文
書
郵
送
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合

．Ｔ
２３３
‐
００‐３

横
浜
市
港
南
区
丸
山
台
二
丁
目

二
九
―

一
七
　
新
堀
方

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
Ｏ
四
五
―
八
四
四
―
二
九
９
二

◎
電
話
の
場
合
　
横
浜
能
楽
堂

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
Ｏ
四
五
―
壬
谷
一―
一一δ
五
〇


